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雲
南
市
は
２
０
２
１
年
梅

雨
前
線
豪
雨
等
に
よ
る
災
害

の
被
災
者
支
援
等
に
３
０
億

円
の
補
正
予
算
を
計
上
し
ま

し
た
。 

主
な
支
援
と
し
て
は
、 

「
被
災
者
生
活
応
援
支
援

復
旧
支
援
金
」･

･
･

木
戸
道
に

堆
積
し
た
土
砂
・
倒
木
の
除
去

な
ど
（
重
機
等
を
使
う
作
業
）

に
対
象
費
用
の
２
分
の
１
以

内
の
額
（
上
限
２
０
万
円
）。 

「
被
災
者
生
活
再
建
支
援

金
」･

･
･

国
の
制
度
に
加
え
、

市
単
独
事
業
で
一
部
損
壊
（
準

半
壊
に
至
ら
な
い
）
、
床
上
浸

水
、
床
下
浸
水
の
補
修
に
実
費

（
上
限
２
０
万
円
）
を
支
給
。

（
「
上
代
か
ず
み
の
議
会
報

告
」
よ
り
） 

 

新
日
本
婦
人
の
会
の
江
津

支
部
（
山
崎
漳
子
支
部
長
）
は

８
月
２
０
日
、
学
校
ト
イ
レ
へ

の
生
理
用
品
の
常
備
と
ト
イ

レ
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
申

し
入
れ
ま
し
た
。
田
中
利
徳
教

育
長
、
学
校
教
育
課
長
が
応
対

し
ま
し
た
。 

申
し
入
れ
は
、
①
小
中
学
校

に
お
い
て
、
女
子
ト
イ
レ
に
生

理
用
品
を
常
備
し
、
保
健
室
で

も
生
理
用
品
の
無
料
配
布
を

行
う
こ
と
、
②
ト
イ
レ
環
境
の

整
備
を
進
め
る
こ
と―

の
２

項
目
。 

教
育
長
は
「
対
応
を
善
処
し

た
い
」
と
し
な
が
ら
も
「
予
算

を
伴
う
こ
と
な
の
で
、
『
す
ぐ

に
』
と
言
う
こ
と
は
で
き
な

い
」
と
回
答
。
ト
イ
レ
環
境
の

改
善
に
つ
い
て
は
、
学
校
統
廃

合
を
計
画
し
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
明
言
を
避
け
ま
し
た
。 

６
人
の
会
員
ら
は
「
島
根
県

で
も
常
備
す
る
学
校
が
生
ま

れ
て
い
る
。
江
津
市
で
も
実
現

し
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
ま
し

た
。
（「
ご
う
つ
民
報
」
よ
り
） 

 

藤
升
議
員
は
２
０
１
７
年

３
月
議
会
で
「
急
い
で
危
険
な

空
家
へ
の
対
策
を
」
と
質
問
。

空
家
の
持
ち
主
や
相
続
人
へ

の
助
言
指
導
を
行
っ
て
い
た

も
の
の
、
国
の
財
政
措
置
を
受

け
る
条
件
が
整
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
町
は
協
議
会
を
設

置
し
、
「
吉
賀
町
空
家
等
対
策

計
画
」
を
作
成
す
る
な
ど
支
援

に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。（「
民
報
よ
し
か
」
よ
り
） 

■
松
江
県
土
整
備
事
務
所 

７
月
・
８
月
の
豪
雨
で
土

砂
崩
れ
に
よ
る
道
路
の
通
行

止
め
、
河
川
の
水
位
上
昇
に

よ
る
浸
水
被
害
、
裏
山
崩
壊

に
よ
る
家
屋
の
損
壊
な
ど
松

江
、
安
来
の
両
市
で
多
く
の

被
害
が
発
生
し
た
問
題
で
、

な
ど
の
１
９
項
目
に
つ
い

て
、
早
期
の
対
策
を
要
望
し

ま
し
た
。 

松
江
市
内
の
住
宅
街
を
流

れ
る
意
宇
川
の
浸
水
被
害
で

は
、
党
八
雲
支
部
の
田
辺
達

男
支
部
長
が
床
下
や
車
が
浸

水
し
た
状
況
を
話
し
、
擁
壁

改
良
を
要
望
。
同
下
流
域
に

住
む
竹
矢
支
部
の
岩
本
晃
司

支
部
長
は
堤
防
の
か
さ
上

げ
、
護
岸
整
備
な
ど
を
強
く

求
め
ま
し
た
。 

■
雲
南
県
土
整
備
事
務
所 

尾
村
県
議
と
、
む
こ
せ
慎

一
衆
院
２
区
予
定
候
補
は
、

８
月
２
７
日
に
は
雲
南
県
土

整
備
事
務
所
を
訪
れ
、
被
災

者
か
ら
要
望
の
あ
っ
た
砂
防

ダ
ム
に
流
入
し
た
土
砂
・
流

木
の
撤
去
と
定
期
的
な
点

検
、
幹
線
道
路
の
早
期
復
旧

な
ど
１
０
項
目
に
つ
い
て
対

策
を
要
望
し
ま
し
た
。 

雲
南
市
の
上
代
和
美
市

議
、
飯
南
町
の
伊
藤
好
晴
町

議
、
奥
出
雲
町
の
川
西
明
徳
、

田
食
道
弘
の
両
町
議
が
同
席

し
、
河
川
の
水
位
上
昇
に
よ

る
浸
水
被
害
対
策
や
農
地
災

８
月
１
３
日
か
ら
降
り

続
い
た
大
雨
は
広
島
県
や

島
根
県
な
ど
で
大
き
な
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
私

は
雨
が
落
ち
着
い
た
１
５

日
、
広
島
市
の
被
災
現
場
に

か
け
つ
け
ま
し
た
。
西
区
の

田
方
や
己
斐
上
、
安
佐
南
区

の
山
本
な
ど
ど
こ
も
土
砂

崩
れ
に
よ
る
住
家
や
車
両

な
ど
の
被
害
が
深
刻
で
し

た
。
安
佐
北
区
で
は
亀
山
の

被
災
者
か
ら
避
難
所
の
様

子
を
伺
い
ま
し
た
。
数
十
人

が
小
学
校
の
体
育
館
に
逃

げ
込
み
、
そ
れ
ぞ
れ
毛
布
一

枚
で
雑
魚
寝
。
夕
食
は
冷
た

い
お
弁
当
で
、
エ
ア
コ
ン
も

シ
ャ
ワ
ー
も
な
く
ト
イ
レ

も
和
式
。
そ
の
方
も
ほ
と
ん

ど
食
事
は
喉
を
通
ら
ず
一

睡
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

翌
１
６
日
、
党
広
島
市
議

団
と
と
も
に
広
島
市
へ
避

難
所
の
環
境
改
善
や
民
地

の
土
砂
撤
去
も
市
が
行
う

こ
と
な
ど
を
申
し
入
れ
。
そ

れ
ぞ
れ
積
極
的
な
答
弁
が

あ
り
、
既
に
民
地
の
土
砂
撤

去
や
公
営
住
宅
の
無
料
提

供
等
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。 

今
か
ら
７
年
前
の
８
月

２
０
日
、
７
７
人
の
尊
い
命

が
失
わ
れ
た
広
島
市
北
部

の
土
砂
災
害
が
発
生
し
ま

し
た
。
私
は
党
の
災
害
対
策

本
部
の
事
務
局
長
と
し
て

救
援
活
動
に
全
力
を
あ
げ

る
と
と
も
に
、
そ
の
年
の
暮

れ
の
総
選
挙
で
初
当
選
し
、

翌
年
３
月
の
災
害
対
策
特

別
委
員
会
で
広
島
の
被
災

者
支
援
に
つ
い
て
取
り
上

げ
、
被
災
者
生
活
再
建
支
援

金
の
拡
充
を
求
め
ま
し
た
。 

２
０
１
６
年
１
０
月
に

は
倉
吉
市
な
ど
を
震
度
６

弱
の
揺
れ
が
襲
っ
た
鳥
取

県
中
部
地
震
が
起
こ
り
ま

す
。
国
会
中
で
し
た
が
発
災

翌
日
に
現
地
に
駆
け
つ
け

ま
し
た
。
市
内
の
住
家
被
害

の
９
８
％
が
一
部
損
壊
で

し
た
が
、
国
の
支
援
制
度
は

半
壊
以
上
の
被
害
に
し
か

直
接
支
援
が
な
く
、
多
く
の

被
災
者
が
支
援
の
外
に
置

か
れ
ま
し
た
。
翌
月
の
委
員

会
で
私
は
一
部
損
壊
に
も

支
援
を
す
る
よ
う
求
め
ま

し
た
。
当
時
は
、
前
向
き
な

答
弁
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
あ
れ
か
ら
５
～
７

年
、
い
ず
れ
も
不
十
分
な
が

ら
実
現
し
ま
し
た
。
被
災
者

生
活
支
援
金
は
半
壊
も
一

部
対
象
に
な
り
、
災
害
救
助

法
の
住
宅
の
応
急
修
理
の

支
援
も
一
部
損
壊
が
一
部

対
象
に
。
被
災
者
が
諦
め
ず

に
声
を
上
げ
る
中
で
政
治

を
動
か
し
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
日
本
共
産
党
の
議
席

は
災
害
か
ら
命
と
財
産
を

守
る
議
席
。
自
己
責
任
を
押

し
つ
け
る
菅
政
権
か
ら
い

よ
い
よ
と
っ
て
代
わ
る
時

で
す
。 

（８
月
２
７
日
記
） 

日
本
共
産
党
大
田
市
委
員

会
は
８
月
２
９
日
、
総
選
挙

躍
進
を
め
ざ
す
決
起
集
会
を

市
内
で
開
き
ま
し
た
。 

大
西
修
党
市
委
員
長
は

「
政
府
の
コ
ロ
ナ
対
策
は
後

手
後
手
に
な
り
、
新
規
感
染

者
は
増
え
続
け
て
い
る
。
目

前
に
迫
っ
た
総
選
挙
で
は
大

平
よ
し
の
ぶ
前
衆
院
議
員

（
衆
院
比
例
中
国
）
の
議
席

を
必
ず
奪
還
し
、
命
を
守
る

政
治
を
つ
く
ろ
う
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。 

大
国
陽
介
党
中
部
地
区
委

員
長
は
「
総
選
挙
に
向
け
て
、

集
い
を
推
進
軸
に
『
折
り
入

っ
て
作
戦
』
で
担
い
手
を
広

げ
、
読
者
拡
大
と
と
も
に
党

員
を
何
と
し
て
も
迎
え
よ

う
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

む
こ
せ
慎
一
衆
院
２
区
予

定
候
補
は
「
大
学
卒
業
後
に

島
根
で
就
職
し
、
地
場
産
業

を
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
地
方

経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

と
感
じ
た
。
国
民
が
主
人
公

の
政
治
を
み
ん
な
で
つ
く
ろ

う
」
と
強
調
。（
写
真
） 

大
平
氏
か
ら
動
画
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
、
宮
脇
や

す
ろ
う
地
区
常
任
委
員
、
亀

谷
ゆ
う
子
市
議
が
決
意
表

明
。
最
後
に
、
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
で
総
選
挙
勝
利
に
向

け
、
意
思
統
一
し
ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
の
尾
村
利
成
県

議
、
松
江
、
安
来
の
両
市
議

団
ら
は
８
月
２
５
日
、
松
江

県
土
整
備
事
務
所
（
妹
尾
圭

人
所
長
）
を
訪
れ
、
被
災
者

か
ら
要
望
さ
れ
た
河
川
の
堤

防
の
か
さ
上
げ
や
浸
食
護
岸

の
整
備
、
家
屋
の
土
砂
撤
去

害
復
旧
の
受
益
者
負
担
の
軽

減
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。 

雲
南
市
の
三
刀
屋
川
に
注

ぐ
三
谷
川
か
ら
あ
ふ
れ
た
水

が
流
れ
込
ん
だ
三
刀
屋
地
区

の
旭
町
第
二
自
治
会
の
加
本

敦
郎
会
長
（
６
７
）、
名
原
茂

文
班
長
（
７
８
）
も
参
加
し
、

「
８
月
豪
雨
で
も
増
水
し

た
。
予
防
の
視
点
を
持
っ
た

対
策
を
」
と
求
め
ま
し
た
。 

足
立
和
彦
所
長
は
「
ま
ず

は
三
刀
屋
川
と
三
谷
川
の
合

流
部
を
掘
削
し
広
げ
た
い
」

と
述
べ
、「
市
と
も
協
議
し
、

対
策
を
講
じ
る
」
と
回
答
。 

む
こ
せ
氏
は
「
安
心
し
て

住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
防

災
・
減
災
対
策
の
強
化
を
」

と
強
調
し
ま
し
た
。 

要望する、むこせ氏（左から２人目）ら 


